
資料１．村上総合病院移転後の跡地の活用について

１．複数の機能を持たせ多目的に活用

○都市機能増進施設として、メインとなる施設イメージは「子ども・子育ての総合支援施設」。

・交通アクセスの利便性を活かした子育て支援の新たなサービスを提供する場

・保育と子育てのネットワークの拠点として子育て世代をサポートする場

・ここに来れば、いつでも、誰でも、憩い・集い・語らうことができる空間

○導入する機能のメインは「児童福祉」。（メインターゲットは子育て世代。）

・就学前児童の保育

・子育て支援の拠点

・病児等の受け入れ

・放課後の児童受け入れ

○メインの機能を補完する機能等の導入。

・「高齢者福祉」：高齢者の健康増進、社会参加を促すための活動拠点

・「文化・交流」：遊び場、たまり場

・「その他（行政サービス）」：行政サービスの窓口機能

・更なる魅力を創出する機能や取り組み：イベント・催し、多目的スペース、飲食する場

２．病院移転後の跡地と旧ジャスコ跡地を一体として活用

○駅前である立地特性を活かして、多くの人が集い、交流する場所。

○市内の他の地区からも来たくなるような施設。

○外出の目的地になるような場所。

３．周辺の既存施設（機能）を考慮した活用

○既存の周辺施設機能と違う視点を持った交流の場。

○誰もが自由に憩い、集い、語らう「たまり場」的な交流スペース。

○青少年の居場所となりうる開放的な空間。

◎村上総合病院移転後の跡地活用の方向性 ～これまでの検討結果から～

図．機能構成イメージ（第６回策定委員会資料及び協議内容をもとに作成）

都市機能増進施設
（村上総合病院移転跡地）

市民交流を促進する場

多目的広場

【A-①】
就学前児童の保育

一般保育及び特別保育（乳児
保育・障害児保育・土曜保育・
延長保育・一時預かり）などを
行う場

【A-③】
病児等の受け入れ

病気の治療中・回復期にあって集
団保育が困難な期間に、一時的
にその児童の預かりを行う場

【B】
高齢者の活動拠点

定年退職者などの高年齢者を
対象として、健康で生きがいの
ある生活の実現、福祉の向上、
地域活性化に貢献するための
活動拠点

【A-④】
放課後の児童受け入れ

小学生を対象として、放課
後の居場所、活動の場を提
供し、元気な高齢者も参画し
て遊び等の指導を行う場

【他】
行政サービス

【C-①】遊び場

雨天時や冬期でも、子
どもと大人が一緒に楽
しめる全天候型の遊戯・
軽運動ができる場。

【C-②】たまり場

施設利用者だけではなく、周辺施設利用者（高
校生・勤め人）、地区住民、観光来訪者など、誰
もが自由に憩い・集い・語らう“たまり場”的な交
流スペース。

【C】イベン
ト・催し

【C】多目的
スペース

【H】
飲食する場

【A-②】

子育て支援

育児情報の交換や相談・指導
など子育て支援の中心拠点。
子どもと家族が過ごせる場。

広場（東屋、ベンチ、芝生）、オー
プンスペース、駐車場。

一
体
的
に
整
備

◎交通アクセスの利便性を活かした子育て支援の新たなサービスを提供する場

○保育と子育てのネットワークの拠点として子育て世代をサポートする場

○高齢者の健康増進と社会参加を促すための活動の場

○高齢者と子どもや若者との「和」と「輪」が広がる新しい交流の場

○ここに来れば、いつでも、誰でも、憩い・集い・語らうことができる交流空間

子育て関連部署の窓口

多目的広場
（旧ジャスコ跡地）
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